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年
２
回
の
パ
ト
ロ
ー
ル
で 

安
全
意
識
の
定
着
を
図
る

　
山
形
市
Ｓ
Ｃ
は
、「
令
和
７
年
度
安
全

就
業
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
優
秀
賞
」

を
受
賞
し
た
。
同
賞
の
受
賞
は
平
成
13

年
度
、
令
和
２
年
度
に
続
き
、
今
回
で

３
度
目
と
な
る
。
継
続
的
な
安
全
対
策

と
地
道
な
活
動
が
高
く
評
価
さ
れ
た
結

果
と
い
え
る
。

　
同
セ
ン
タ
ー
の
安
全
・
適
正
就
業
へ

の
取
り
組
み
は
、
理
事
３
人
と
職
群
班

か
ら
選
ば
れ
た
７
人
の
計
10
人
で
構
成

す
る
安
全
就
業
推
進
委
員
会
と
、
事
務

局
職
員
２
人
の
安
全
就
業
推
進
員
が
中

心
と
な
っ
て
推
進
し
て
い
る
。

　
活
動
の
基
本
に
あ
る
の
が
、「
安
全
就

業
の
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
Ａ
：
当
た
り
前
の
こ
と

を
、
Ｂ
：
ば
か
に
し
な
い
で
、
Ｃ
：
ち

ゃ
ん
と
す
る
）」と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
で

あ
る
。
こ
の
合
言
葉
の
下
、
事
故
ゼ
ロ

を
目
指
す
取
り
組
み
を
継
続
し
て
き
た
。

熱
中
症
予
防
と
害
虫
対
策
を 

重
点
に
夏
季
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル

　
主
な
取
り
組
み
の
一
つ
が
、
安
全
・

適
正
就
業
強
化
月
間
に
合
わ
せ
て
実
施

す
る
夏
季
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
で
あ
る
。

令
和
７
年
度
は
７
月
７
～
９
日
の
３
日

間
、
各
日
３
か
所
、
合
計
９
か
所
の
就

業
現
場
を
巡
回
し
た
。

　
巡
回
の
主
な
目
的
は
、
熱
中
症
予
防

対
策
の
確
認
で
あ
る
。
剪
定
や
除
草
と

い
っ
た
屋
外
作
業
に
従
事
す
る
職
群
班

を
対
象
に
、
厚
生
労
働
省
の
「
職
場
に

お
け
る
熱
中
症
対
策
の
強
化
に
つ
い
て
」

か
ら
抜
粋
し
た
「
安
全
だ
よ
り
」
を
配

布
し
、
法
令
に
準
拠
し
た
対
策
が
実
践

さ
れ
て
い
る
か
を
確
認
し
た
。

　
会
員
の
熱
中
症
予
防
に
対
す
る
意
識

は
高
く
、
長
年
に
わ
た
り
熱
中
症
関
連

の
事
故
は
発
生
し
て
い
な
い
。
令
和
７

年
度
の
巡
回
で
も
重
大
な
危
険
項
目
は

見
当
た
ら
ず
、
安
全
就
業
推
進
員
の
原

田
弘
之
主
任
は
「
リ
ー
ダ
ー
を
中
心
に
、

適
切
な
予
防
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
た
」

と
評
価
す
る
。

　
巡
回
の
も
う
一
つ
の
目
的
が
、
夏
か

ら
秋
に
か
け
て
注
意
が
必
要
な
害
虫
対

策
の
確
認
で
あ
る
。
特
に
ハ
チ
に
よ
る

被
害
は
重
篤
事
故
に
つ
な
が
る
お
そ
れ

が
あ
る
た
め
、
屋
外
作
業
に
従
事
す
る

会
員
に
は
防
虫
ス
プ
レ
ー
を
配
布
し
、

正
し
く
使
用
さ
れ
て
い
る
か
を
確
認
し
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　山形市ＳＣは、「安全就業のＡＢＣ」をスローガンに掲げ、
令和 7年度に 3度目となる「安全就業シルバー人材センタ
ー優秀賞」を受賞した。年 2回の安全パトロールに加え、
事故の再発を防ぐ受注制限や、緊急連絡カードの全会員配
布など独自の施策を展開。外部機関と連携した安全講習会
や安全就業標語の募集などを通じて、組織が一丸となって
事故ゼロの実現に向けてまい進している。

３
度
目
の
優
秀
賞
に
見
る
事
故
ゼ
ロ
に 

向
け
た
継
続
的
な
取
り
組
み

公
益
社
団
法
人

山
形
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

�

（
山
形
県
）
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て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
も
、「
十
分

に
注
意
を
払
っ
て
就
業
し
て
い
た
」
と

原
田
主
任
は
語
る
。

秋
に
は
抜
き
打
ち
パ
ト
ロ
ー
ル
で 

対
策
の
徹
底
を
確
認

　
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
は
夏
季
に
限
ら
ず
、

年
度
後
半
の
11
月
に
も
抜
き
打
ち
で
実

施
し
て
い
る
。
令
和
７
年
度
は
11
月
４

～
６
日
の
３
日
間
、
夏
季
と
同
じ
く
計

９
か
所
を
巡
回
し
た
。

　
抜
き
打
ち
パ
ト
ロ
ー
ル
の
目
的
は
、

年
度
前
半
に
事
故
が
発
生
し
た
就
業
先

を
中
心
に
、
安
全
対
策
が
徹
底
さ
れ
て

い
る
か
を
確
認
す
る
こ
と
で
あ
る
。
屋

外
作
業
が
中
心
の
夏
季
と
は
異
な
り
、

11
月
は
駐
車
場
管
理
、
倉
庫
管
理
、
清

掃
業
務
、
商
品
陳
列
業
務
な
ど
多
様
な

現
場
を
対
象
と
し
た
が
、
い
ず
れ
も
大

き
な
指
導
事
項
は
な
か
っ
た
。

飛
び
石
事
故
を
防
ぐ
た
め 

住
宅
街
で
の
受
注
を
控
え
る

　
セ
ン
タ
ー
で
は
、「
事
故
を
起
こ
さ
な

い
」
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、「
同
じ
事
故
を

繰
り
返
さ
な
い
」
こ
と
に
も
注
力
し
て

い
る
。
そ
の
具
体
的
な
取
り
組
み
例
が
、

草
刈
り
作
業
と
剪
定
作
業
の
受
注
基
準

の
見
直
し
で
あ
る
。

　
石
川
一
幸
常
務
理
事
兼
事
務
局
長
は
、

草
刈
り
作
業
に
お
け
る
飛
び
石
事
故
に

つ
い
て
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

　
「
こ
れ
ま
で
草
刈
り
作
業
に
お
け
る

飛
び
石
で
、
住
宅
の
ガ
ラ
ス
を
破
損
し

た
り
、
車
両
を
損
傷
さ
せ
た
り
す
る
事

故
に
長
年
悩
ま
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
そ

こ
で
、
住
宅
街
で
の
草
刈
り
作
業
の
受

注
を
控
え
る
と
い
う
決
断
を
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
発
注
者
に
は
不
便
を
か
け
て

し
ま
い
ま
す
が
、
事
故
を
防
ぐ
た
め
の

苦
渋
の
選
択
で
す
」

庭
木
の
剪
定
作
業
は 

樹
高
３
ｍ
以
内
に
制
限

　
庭
木
の
剪
定
作
業
に
つ
い
て
は
、
就

業
会
員
の
安
全
確
保
を
最
優
先
し
、
受

注
す
る
樹
高
を
３
ｍ
以
内
に
制
限
し
て

い
る
。
こ
の
基
準
は
、
一
般
的
な
造
園

用
の
脚
立
で
安
全
に
作
業
で
き
る
範
囲

で
あ
り
、
隣
地
へ
の
越
境
や
電
線
・
建

物
と
の
接
触
と
い
っ
た
リ
ス
ク
を
抑
え

ら
れ
る
た
め
で
あ
る
。

　
草
刈
り
や
剪
定
の
依
頼
を
受
け
る
際

に
は
、
周
囲
に
飛
び
石
の
危
険
が
及
ぶ

よ
う
な
も
の
が
な
い
か
、
樹
高
が
３
ｍ

を
超
え
て
い
な
い
か
を
、
グ
ー
グ
ル
の

ス
ト
リ
ー
ト
ビ
ュ
ー
で
事
前
に
確
認
し

て
い
る
。
判
断
が
難
し
い
場
合
に
は
、

グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー
が
現
地
に
赴
き
、

問
題
が
な
い
か
実
際
に
安
全
面
を
確
認

し
た
上
で
対
応
を
決
定
し
て
い
る
。

い
ざ
と
い
う
と
き
の
た
め
に 

緊
急
連
絡
カ
ー
ド
を
会
員
に
配
布

　
就
業
現
場
で
の
不
測
の
事
態
に
備
え

て
、
約
20
年
前
か
ら
全
会
員
に
名
刺
サ

イ
ズ
の
緊
急
連
絡
カ
ー
ド
を
配
布
し
て

い
る
。
カ
ー
ド
表
面
に
は
、
セ
ン
タ
ー

名
、
会
員
の
氏
名
、
電
話
番
号
、
住
所
、

生
年
月
日
の
ほ
か
、
緊
急
連
絡
先
と
な

る
家
族
の
氏
名
や
電
話
番
号
等
が
記
載

さ
れ
て
お
り
、
裏
面
に
は
、
誤
っ
て
紛

失
し
た
場
合
の
対
応
と
し
て
、
拾
得
者

に
セ
ン
タ
ー
へ
の
連
絡
を
促
す
文
言
を

明
記
し
て
い
る
。
万
が
一
の
事
態
に
備

え
、
就
業
時
に
は
必
ず
携
帯
す
る
こ
と

を
全
会
員
に
徹
底
し
て
い
る
。

　
原
田
主
任
は
、「
近
隣
の
セ
ン
タ
ー
で

就
業
中
に
会
員
が
倒
れ
た
際
、
連
絡
先

が
分
か
ら
ず
対
応
に
苦
慮
し
た
と
い
う

話
を
聞
き
ま
し
た
。
そ
れ
が
緊
急
連
絡

カ
ー
ド
を
作
ろ
う
と
思
っ
た
き
っ
か
け

で
す
。
幸
い
、
こ
れ
ま
で
使
用
し
た
例

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
就
業
中
は
必
ず
携

帯
す
る
よ
う
呼
び
掛
け
て
い
ま
す
」
と

令
和
７
年
７
月
に
実
施
し
た
安
全
パ
ト
ロ
ー

ル
。
熱
中
症
や
害
虫
へ
の
対
策
状
況
を
現
場

で
直
接
確
認
し
、
会
員
の
安
全
意
識
を
高
め

て
い
る
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話
す
。
こ
の
カ
ー
ド
は
新
規
入
会
時
に

作
成
し
、「
会
員
必
携
安
全
就
業
ハ
ン
ド

ブ
ッ
ク
」
と
共
に
配
布
し
て
お
り
、
安

全
パ
ト
ロ
ー
ル
時
に
も
、
携
帯
の
有
無

を
必
ず
確
認
し
て
い
る
。

情
報
発
信
と
講
習
で 

安
全
意
識
を
継
続
的
に
啓
発

　
セ
ン
タ
ー
独
自
の
取
り
組
み
と
し
て

３
か
月
に
１
度
「
事
務
局
だ
よ
り
」
を

発
行
し
て
い
る
。
各
地
区
の
代
表
者
を

集
め
た
連
絡
会
議
で
配
布
し
、
事
故
防

止
の
注
意
点
や
最
新
情
報
を
各
地
区
の

会
員
へ
共
有
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
外
部
機
関
と
連
携
し
た
安
全

講
習
会
も
定
期
的
に
開
催
し
て
い
る
。

令
和
７
年
度
は
８
月
１
日
に
、
日
本
赤

十
字
社
の
救
急
法
指
導
員
を
招
き
、
熱

中
症
対
策
と
熱
中
症
に
な
っ
て
し
ま
っ

た
際
の
救
急
法
に
つ
い
て
実
践
的
な
講

習
を
実
施
し
た
。
過
去
に
は
地
元
の
警

察
に
依
頼
し
、
交
通
安
全
講
習
を
実
施

し
て
お
り
、
多
角
的
な
研
修
を
通
じ
て

安
全
意
識
の
浸
透
を
図
っ
て
い
る
。

標
語
募
集
と
年
５
回
の
委
員
会
で 

安
全
意
識
を
醸
成

　
安
全
講
習
会
開
催
時
に
は
、
安
全
就

業
標
語
の
表
彰
式
も
実
施
し
て
い
る
。

セ
ン
タ
ー
で
は
毎
年
、
会
員
の
安
全
意

識
の
向
上
を
目
的
に
安
全
就
業
標
語
を

募
集
し
て
お
り
、
令
和
７
年
度
は
51
人

か
ら
１
３
７
編
の
応
募
が
あ
っ
た
。

　
安
全
就
業
推
進
員
を
務
め
る
小
澤
亮

主
事
は
、「
令
和
７
年
度
は
募
集
期
間
が

７
月
１
～
16
日
と
短
か
っ
た
た
め
、
前

年
度
よ
り
応
募
数
は
減
り
ま
し
た
が
、

質
の
高
い
作
品
が
寄
せ
ら
れ
た
こ
と
を

う
れ
し
く
思
い
ま
す
」
と
語
る
。
最
優

秀
作
品
に
は「
慣
れ
た
作
業 

ル
ー
ル
順

守
で 

事
故
は
な
し
」
が
選
ば
れ
た
。

さ
ら
に
、
令
和
７
年
10
月
10
日
に
開
催

さ
れ
た
山
形
県
Ｓ
Ｃ
連
合
会
主
催
の
安

全
就
業
推
進
大
会
で
は
、
安
全
就
業
に

関
す
る
標
語
の
表
彰
を
行
っ
て
お
り
、

セ
ン
タ
ー
で
は
最
優
秀
作
品
、
優
秀
作

品
、
佳
作
を
含
む
計
25
編
を
推
薦
し
、

そ
の
う
ち
２
編
が
優
秀
賞
と
佳
作
を
受

賞
し
た
。

　
セ
ン
タ
ー
の
安
全
就
業
推
進
委
員
会

は
毎
年
５
回
開
催
さ
れ
て
お
り
、
事
業

計
画
や
事
故
発
生
状
況
の
共
有
、
安
全

対
策
の
検
証
を
継
続
的
に
行
っ
て
い
る
。

　
令
和
７
年
度
の
開
催
日
と
主
な
議
題

全会員に配布している緊急連絡カード。事故が
起きた際の家族およびセンターへの速やかな連
絡を促す

年 ４回発行される「事務局だより」。最新の事故防止
情報や注意喚起を掲載し、安全就業を促す
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は
次
の
通
り
で
あ
る
。

●�
５
月
14
日
「
令
和
７
年
度
安
全
就
業

推
進
委
員
会
事
業
計
画
・
適
正
就
業

強
化
月
間
の
取
り
組
み
」

●�

６
月
17
日
「
委
嘱
状
交
付
・
令
和
７

年
度
事
業
計
画
・
安
全
就
業
標
語
表

彰
お
よ
び
安
全
講
習
会
の
開
催
」

●�

８
月
１
日
「
夏
季
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル

の
実
施
報
告
・
安
全
就
業
標
語
選
考

結
果
報
告
・
安
全
講
習
会
実
施
」

●�

10
月
20
日
「
山
形
県
安
全
就
業
推
進

大
会
報
告
・
事
故
発
生
状
況
報
告
」

●�

１
月
21
日「
令
和
７
年
度
事
業
報
告・

８
年
度
事
業
計
画
（
案
）」

会
員
の
声
を
生
か
し 

事
故
ゼ
ロ
の
達
成
を
目
指
す

　
最
後
に
石
川
事
務
局
長
は
、
事
故
ゼ

ロ
の
実
現
に
向
け
た
ビ
ジ
ョ
ン
を
次
の

よ
う
に
述
べ
る
。

　
「
安
全
・
適
正
就
業
へ
の
取
り
組
み

は
、
セ
ン
タ
ー
が
一
方
的
に
押
し
付
け

る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
会
員
の
声

を
聞
き
な
が
ら
改
善
を
重
ね
て
い
く
こ

と
が
重
要
で
す
。
例
え
ば
、
夏
場
の
作

業
で
は
、
小
ま
め
に
休
憩
を
取
り
た
い

が
周
囲
の
目
が
気
に
な
っ
て
休
み
に
く

い
と
い
う
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ

で
、
セ
ン
タ
ー
で
は
『
熱
中
症
対
策
を

強
化
し
て
い
ま
す
の
で
、
水
分
補
給
な

ど
適
宜
の
休
憩
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
』

と
い
う
一
文
を
添
え
て
チ
ラ
シ
を
作
成

し
、
発
注
先
に
休
憩
へ
の
理
解
を
求
め

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
会
員
と
共
に
取

り
組
み
、
安
全
・
適
正
就
業
に
つ
い
て

考
え
、
事
故
ゼ
ロ
の
達
成
を
目
指
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
」

（
川
上
和
義
）

事業運営状況� （令和 2年度～令和 6年度）
年度 会 員 数 粗入

会率
就業実人員
（延人員）

就業
率

受注
件数 契約金額 公民比男性 女性 全体

人 人 人 ％ 人
（人日） ％ 件 千円 ％

令和 2 930 375 1,305 1.5 1,035
（136,362） 79.3 3,385 559,450 12.8/87.2

3 937 380 1,317 1.5 1,019
（143,747） 77.4 3,270 599,795 13.3/86.7

4 932 380 1,312 1.5 1,075
（148,525） 81.9 3,254 628,118 13.3/86.7

5 907 379 1,286 1.4 1,085
（146,259） 84.4 3,224 635,333 12.9/87.1

6 899 401 1,300 1.4 1,085
（147,160） 83.5 3,278 672,844 6.5/93.5

※受注件数、就業延人員、契約金額は請負・委任と労働者派遣事業を合計した数値
※就業実人員は請負・委任と労働者派遣事業が対象　　　※就業延人員は労働者派遣事業の教育訓練受講を含む
※令和 ５年度以降は性別未回答の会員がいるため、会員数の男女計と全体は必ずしも一致しない

令
和
７
年
８
月
１
日
に
開
催
さ
れ
た
安
全
講

習
会
。
同
会
場
に
て
、
安
全
就
業
標
語
入
選

作
品
の
発
表
も
行
っ
た

写
真
右
か
ら
山
形
市
Ｓ
Ｃ
の
原
田
弘
之
主
任
、

石
川
一
幸
常
務
理
事
兼
事
務
局
長
、
小
澤
亮

主
事

令
和
７
年
10
月
10
日
に
開
催
さ
れ
た
山
形
県

Ｓ
Ｃ
連
合
会
主
催
の
安
全
就
業
推
進
大
会
。

セ
ン
タ
ー
か
ら
推
薦
さ
れ
た
安
全
就
業
標
語

の
う
ち
２
編
が
優
秀
賞
と
佳
作
に
選
ば
れ
た


